
(この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください)

千円

国　庫 分担金
支出金 負担金

前年度 11,078 0

要求額 12,405 0

決定額 10,865 0

環境生活部県民文化局　博物館　総務部管理調整係

2,422 0 0 0

事業費

38,000

寄附金

0

一　般
財　源

24,500

財 源 内 訳

使用料 財　産区  分

手数料

予 算 要 求 資 料

令和５年度当初予算 支出科目 款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費

 ＜財源内訳＞

事 業 名 博物館展示費

(前年度予算額： 38,00043,270１ 事 業 費 千円)

（ア）特別展開催費（２回　※人文分野１回・自然分野１回）
　　　令和５年度の岐阜県博物館の特別展は、次の２つ。
　　　　・特別展「岐阜の祭り」（仮）
　　　　・特別展「０→３,０００ｍの旅」（仮）
（イ）特別展準備費
　　　・令和６年度に実施する特別展の調査・研究を行う。
（ウ）マイミュージアムギャラリー展示運営事業費
　　　・県民が長年にわたって収集・所蔵するコレクションや資料などを、生涯学習の
　　　　成果発表の場として広く公開・展示する。
（エ）企画展開催費（２回　※人文分野１回・自然分野１回）
　　　令和５年度の岐阜県博物館の企画展は、次の２つ。
　　　・企画展「錦絵から見る武士の世界」（仮）
　　　・企画展「美しき鉱物の世界」(仮)
（オ）常設展示費
　 　・常設展示資料の借用、展示品の管理保全、展示に関する研究者への協力依頼、
　　　　調査収集、資料評価委員会の開催。
　 　・視覚的にわかりやすい展示や体験できる展示資料の製作に努める。
　 　・博物館学芸講座の開催。

0 0 0

　岐阜県のかけがえのない郷土の文化財や豊かな自然を守ることを目的に、総合博物館と
して、特別展、常設展、マイミュージアムギャラリーにより広く博物館資料を県民に紹介
する。

43,270

38,000

（１）要求の趣旨（現状と課題）

電話番号：0575-28-3111(内250)

E-mail：c21804@pref.gifu.lg.jp

（２）事業内容

2,820 0 0 0

２ 要 求 内 容

収　入
その他 県　債

2,820 0

0

28,045

24,315





（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無

決定額の考え方
　前年度予算額と同額の範囲内で実施することとします。

４　参考事項

（１）各種計画での位置づけ

事業内容

備品購入費

　　「清流の国ぎふ」創生総合戦略
　３　地域にあふれる魅力と活力づくり
　（１） 地域の魅力の意創造・伝承・発信
　　　　　①「清流の国ぎふ」文化・芸術の創造・伝承
　　　　　○ 伝統文化の担い手の育成・確保など次世代に文化をつなぐ取組みを充実
　　　　　　 するとともに、新たな才能の発掘と育成を推進する。
　　　　　　（社会教育施設(県 美術館・ 県 博物館等 の活用））
　　　　　　 県の自然、歴史、伝統、文化、技を積極的に発信するため、博物館機
　　　　　　　能を強化する。(全県展開する 。）

43,270

事業内容の詳細

展示資料購入

報償費

旅費

使用料

1,160

2,300

701

資料借用謝金、講師謝金

資料調査、借用搬入・搬出、講師費用弁償

資料借用、画像使用料

　　　県単独事業として実施

　　　無

（カ）全県展開事業
　　　博物館機能の全県展開として、次の展示事業等を実施する。
　　　・図書館連携企画「博物館の美術工芸」（仮）
　　　・移動展開催費（自然分野１回）「県の鳥　ライチョウ」（仮）
　　　・民間施設連携（モレラ岐阜等における連携事業の実施）
　　　・岐阜大学連携企画「骨のあるやつ」（仮）
（キ）展示資料購入費
　　  ・古文書など、人文系に関する資料を購入する。

　

３ 事業費の積算 内訳

合計

金額

4,780

展示用消耗品、講師会議費、ポスター・チラシ等印刷製本

ポスター・チラシ等発送、輸送保険料

美術品等輸送・展示委託

需用費

役務費

委託料

8,323

2,016

23,990



（県単独補助金除く）

□

■

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか

事業開始前 R3年度
(H30 ) 実績

249,375 82,205

○指標を設定することができない場合の理由

（これまでの取組内容と成果）

　常設展示の部分改修と定期更新、年２回の特別展（「光秀が駆けぬけた戦国の
岐阜」、「みんなの恐竜学」）とマイミュージアギャラリー展等を開催し、郷土
の価値を県民に伝えることができた。さらには、次年度以降の企画展等の調査研
究を円滑に行うことができた。

令
和
３
年
度

　常設展示の部分改修と定期更新、年２回の特別展（「薩摩の陶と刀」、「今日
から防災！」）とマイミュージアギャラリー展等を開催し、郷土の価値を県民に
伝えることができた。さらには、次年度以降の企画展等の調査研究を円滑に行う
ことができた。

指標① 目標：200,000 実績： 82,205 達成率： 41.1 ％

令
和
４
年
度

令和６年度当初予算にて追加

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

指標① 目標：200,000 実績： 73,784 達成率： 36.8 ％

達成率

令
和
２
年
度

博物館入館者数
（館外事業の利用
者含む）

200,000 200,000 200,000 41%

指標名
R4年度 R5年度 終期目標

※令和３年度はコロナ感染拡大防止のため、一時休館、イベント等を休止としたた
め、入荷者数が減少。

目標 目標

（目標の達成度を示す指標と実績）

事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

１ 事業の目標と成果

（事業目標）

  地域の自然、歴史、伝統、文化、景観などの「ふるさとの財産」を保全・保護する
とともに、常設展、特別展及び教育普及活動を通して、文化芸術に親しむ機会を充実
させ、県民参加型の創意工夫を凝らした文化施設運営を目指します。

(R5)



・事業が直面する課題や改善が必要な事項

３

３

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

（次年度の方向性）

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり
　２：期待どおりの成果あり
　１：期待どおりの成果が得られていない
　０：ほとんど成果が得られていない

（今後の課題）

　入館者数は天候等に左右されやすく、公共交通機関でのアクセスも恵まれていると
は言い難い。これらのハードウエア上の課題はすぐには解決が難しい。入館者数増を
目指し、特別展内容の検討や開催時期及びその広報戦術のさらなる検討に加え、体験
的な展示や催し物の開発・改良など、考えられる方法について具体化を図る。

(評価) 　特別展や常設展等で紹介することで、郷土の価値を保全・形成・継承する
ことの重要性を県民の皆さんに理解していただく。このような事業は公的な
機関でなければ難しく、事業の必要性は高い。

　

(評価) 　令和３年度はコロナ感染拡大防止のため、一時休館等で入管者数が減少し
たが、平成２４年度以降、全体の入館者数は増加傾向にあることから、事業
効果は得られている。

組み合わせて実施する理由
や期待する効果 など

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのよ
うに取り組むのか
　県立の総合博物館として、郷土の素晴らしさを継承する使命を持っており、当館が
担う役割は大きい。常設展の定期的な更新とともに、特別展開催にあたっては、県民
のニーズを調査し、開催方法、多様な年齢層への対応、効果的な広報の在り方を見直
す。

（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
組み合わせ予定のイベント
又は事業名及び所管課 【○○課】

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

(評価) 　郷土の貴重な資料の展示手法などを検討することにより資料価値をよりわ
かりやすく県民に伝えることができた。

２

２ 事業の評価と課題


